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れている（清野 2009；合田 2015）。  
また，算数文章題の理解を深める上では，文
章題を作成することが有用であるとされている









































が ,次のような問題点もある。  
まず，図１からも分かるが ,テープ図で数量関
係を表した場合 ,１つのテープ図から全体量と









































































の 3 種類の式を得ることができる。  
・全体量 － 部分量 1  ＝ 部分量 2 
・全体量 － 部分量 2 ＝ 部分量 1 






係を 1 和 2 差関係と呼んでいる（合田 2015）。  















































































（２）物語 → テープブロック → 1 和 2
差関係の数式  
 与えられた物語（三文構成）の三文をテープ
ブロックに割り当て，そこから 1 和 2 差の関係
（三つの数式）を取り出す。  
 
（３）物語 → 1 和 2 差関係の数式  
 物語から，直接 1 和 2 差関係を取り出す。  





（５）物語 → 問題 → テープブロック 










（７）計算式 → テープブロック → 問題  
 計算式を構成する数量をテープブロックに割
47



















形成されるとしている。 (駒林 1972) 
1． 行為の説明や行い方を示す準備段階  
2． 学習者の物質的行為段階  
3． 行為の外言化の段階  
4． 行為のつぶやきの段階  

















 本章では，実装した 9 つの演習について説明
する。  
 




























































4.4 演習 4：全体部分と 1 和 2 差 
演習４では，テープブロック上での物語作成




























図８ 演習４における 1 和 2 差関係の割当 
 
4.5 演習５：物語と 1 和 2 差関係 
演習５では，物語作成活動と，1 和 2 差関係
の数式選択を行う。まず，物語作成を行わせ，
それが正解した場合，その文章題から導くこと
ができる 1 和 2 差関係の式を求めさせる。演習
4 では１つのテープブロックから 3 つの式を選










































１３に示す。1 つの問題に対して 3 回演習を行
うため，全ての未知数を作らせることが出来る。
2 回目以降の演習では，選択済みの未知数はも
う選択ができないようになっている。   
 
 









































4.8 演習８：テープブロックと 1 和 2 差 
演習８では，演習 7 での計算式を求めた後に，
テープブロック上で，1 和 2 差関係の計算を表
す演算子の選択をする段階が付け加えられてい
る。この段階を図１６に示す。これは，テープ



































図１８ 演習 9 における物語作成 
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本システムを広島大学附属小学校の 2 年生 1













1 クラスは，4 時限，3 年生２クラスは 7 時限，
の利用であった。また，システム利用に関して
は，回によってばらつきがあるが，2 年生，3
年生ともに総計 140 分であった．  
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5.2.l 2 年生の結果 
レベル 5 の達成課題数（満点 12）は，事前で
8.2（標準偏差：４ .４），事後で１０ .４（２ .５）
であり，t 検定した結果，p=0.0003<0.05 で，























表２ 2 年生の結果分析 
 事 前 テ ス ト
（標準偏差）  
事 後 テ ス ト
（標準偏差） 
事 前 事 後
効果量 d 
全体 (31) 8.2(4.4) 10.4(2.5) 0.65 
上位群 (17) 11.8(0.6) 11.8(0.9) ―  
下位群 (14) 3.8(2.6) 8.7(2.7) 1.87 
 








5.2.2 3 年生の結果 
レベル 5 の達成課題数（満点 12）は，事前で
8.9（標準偏差：3.0），事後で 11.4（1.6）であ
り ， t 検 定 し た 結 果 ， 有 意 差 が 見 ら れ た
（p=<0.001)．有意差有との結果が出た。効果
量 d は large(0.75<d=1.05<1.10) となった。な
お，分析対象は，プレ・ポストのスコアが揃っ
た 22 名である。  
3 年生についても，平均点以上と未満で上位
















 事 前 テ ス ト
（標準偏差）  
事 後 テ ス ト
（標準偏差） 
事 前 事 後
効果量 d 
全体 (22) 8.9(3.0) 11.4(1.6) 1.1 
上位群 (12) 11.4(0.8) 12.0(0.0) ―  
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